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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第41期 

第２四半期累計期間 
第42期 

第２四半期累計期間 
第41期 

会計期間 
自 平成26年４月21日 
至 平成26年10月20日 

自 平成27年４月21日 
至 平成27年10月20日 

自 平成26年４月21日 
至 平成27年４月20日 

売上高 （千円） 3,752,194 3,874,986 7,751,993 

経常利益 （千円） 413,998 351,497 895,990 

四半期（当期）純利益 （千円） 248,295 212,698 565,850 

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － － 

資本金 （千円） 566,760 566,760 566,760 

発行済株式総数 （株） 7,618,000 7,618,000 7,618,000 

純資産額 （千円） 6,783,808 7,001,898 7,131,468 

総資産額 （千円） 8,805,770 8,917,246 9,107,093 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 32.82 28.11 74.79 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

１株当たり配当額 （円） 13 13 28 

自己資本比率 （％） 77.0 78.5 78.3 

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 3,649 145,739 279,358 

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △325,405 △30,979 △342,479 

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △266,602 △70,554 △421,787 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 1,681,435 1,829,090 1,784,884 

 

回次
第41期

第２四半期会計期間
第42期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成26年７月21日
至 平成26年10月20日

自 平成27年７月21日
至 平成27年10月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.50 19.83 

 （注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．関連会社がありませんので、持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

５．第41期の１株当たり配当額28円は、設立40周年記念配当２円を含んでおります。

 

- 1 -



２【事業の内容】

 当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

 当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、企業業績や雇用情勢の改善により、緩やかな回復傾向が続きな

がらも、個人消費については、依然として鈍い動きとなりました。 

 当社に関連の深い住宅業界におきましては、住宅着工の動向からも、消費税率引き上げによる駆け込み需要の反

動の影響が和らぎ、引き続き持ち直しの傾向が続きました。 

 こうした状況において、当社の施工サービス事業では、大手住宅メーカーとの取引拡大を促進し、リフォーム物

件の受注を積極的に進めたこと、施工力増強を図り、施工人員の確保に努めたことからも、前年同期と比べ、売上

高、利益とも増加致しました。 

 また、製商品販売事業では、消費税増税前の前倒しによる購入の影響が長引いたことから、前年同期と比べ、売

上高、利益とも減少致しました。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は3,874百万円（前年同期比3.3％増）、利益につきまして

は、営業利益325百万円（同17.9％減）、経常利益351百万円（同15.1％減）、四半期純利益は212百万円（同

14.3％減）となりました。
 
 セグメントの業績は、次のとおりであります。
 

①施工サービス事業

 施工サービス事業につきましては、売上高は3,255百万円（前年同期比8.8％増）、売上総利益は881百万円

（同3.0％増）となりました。

②製商品販売事業

 製商品販売事業につきましては、売上高は572百万円（前年同期比18.7％減）、売上総利益は201百万円（同

23.9％減）となりました。

③その他

 その他につきましては、業務受託料および保険代理店収入等で構成されており、売上高は47百万円（前年同期

比15.8％減）、売上総利益は30百万円（同19.8％減）となりました。
 

(2)キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末と比較して44

百万円増加の1,829百万円となりました。
 
 各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果増加した資金は145百万円（前年同期は３百万円の収入）となりました。その主な要因は、税引

前四半期純利益が351百万円、減価償却費が41百万円に対し、役員退職慰労引当金の減少額105百万円、売上債権の

増加額51百万円、たな卸資産の増加額105百万円等があったことを反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果減少した資金は30百万円（前年同期は325百万円の支出）となりました。その主な要因は、有形

固定資産の取得による支出41百万円等があったことを反映したものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果減少した資金は70百万円（前年同期は266百万円の支出）となりました。その要因は、長期借入

れによる収入100百万円に対し、長期借入金の返済による支出17百万円、社債の償還による支出40百万円、配当金

の支払額113百万円があったことを反映したものであります。
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(3)財政状態について

 当第２四半期会計期間末の総資産は、たな卸資産の増加105百万円、有価証券の増加198百万円、投資有価証券

の減少536百万円等により前事業年度末に比べ189百万円減少の8,917百万円となりました。

 有利子負債は長期借入金等により前事業年度比43百万円増加の191百万円となりました。

 純資産は、前事業年度末に比べ129百万円減少の7,001百万円となり、自己資本比率は78.5％となりました。
 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。
 

(5)研究開発活動

 当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は17百万円であります。

 なお、当第２四半期累計期間における当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営成績の現状と見直し

 当第２四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 
②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年10月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年12月２日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,618,000 7,618,000
東京証券取引所

（市場第二部）

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

は100株であります。

計 7,618,000 7,618,000 － －

 
（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成27年７月21日～

平成27年10月20日
－ 7,618,000 － 566,760 － 649,860

 
（６）【大株主の状況】

    平成27年10月20日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

三浦 基和 大阪府大阪狭山市 1,248 16.38 

エスアールジータカミヤ株式会社 大阪市北区大深町３-１ 1,061 13.93 

有限会社和顔 大阪府大阪狭山市大野台６丁目６-12 424 5.57 

ダイサン取引先持株会 大阪市中央区南本町２丁目６-12 347 4.56 

大原 春子 大阪府大阪狭山市 343 4.51 

日本マスタートラスト 

信託銀行株式会社 
東京都港区浜松町２丁目11-３ 310 4.07 

金沢 昭枝 堺市北区 275 3.61 

三浦 民子 堺市北区 268 3.52 

ダイサン従業員持株会 大阪市中央区南本町２丁目６-12 233 3.06 

大阪中小企業投資育成株式会社 大阪市北区中之島３丁目３-23 200 2.63 

計 － 4,710 61.84 
   

- 5 -



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年10月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 52,100 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,564,200 75,642 同上

単元未満株式 普通株式 1,700 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 7,618,000 － －

総株主の議決権 － 75,642 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。

   「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年10月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（株）ダイサン
大阪市中央区南本町二

丁目６番１２号
52,100 － 52,100 0.68

計 － 52,100 － 52,100 0.68

（注）平成27年10月20日現在の自己株式は52,110株であります。

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年７月21日から平成27

年10月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月21日から平成27年10月20日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年４月20日) 
当第２四半期会計期間 
(平成27年10月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,384,535 1,428,685 

受取手形及び売掛金 1,284,510 1,365,936 

電子記録債権 238,202 208,515 

有価証券 500,342 699,284 

たな卸資産 ※ 423,378 ※ 528,924 

賃貸用仮設材 1,063,214 1,079,994 

その他 153,375 92,638 

貸倒引当金 △4,499 △4,515 

流動資産合計 5,043,059 5,399,463 

固定資産    

有形固定資産    

土地 1,449,594 1,449,594 

その他（純額） 335,206 352,833 

有形固定資産合計 1,784,800 1,802,427 

無形固定資産 48,164 30,368 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,804,360 1,267,792 

その他 439,272 429,069 

貸倒引当金 △12,563 △11,874 

投資その他の資産合計 2,231,069 1,684,986 

固定資産合計 4,064,034 3,517,782 

資産合計 9,107,093 8,917,246 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 612,712 598,439 

1年内償還予定の社債 80,000 80,000 

1年内返済予定の長期借入金 8,700 33,200 

未払法人税等 14,820 137,822 

賞与引当金 151,714 140,368 

その他 544,983 463,932 

流動負債合計 1,412,930 1,453,762 

固定負債    

社債 60,000 20,000 

長期借入金 － 58,500 

役員退職慰労引当金 105,400 － 

資産除去債務 53,608 54,266 

その他 343,686 328,819 

固定負債合計 562,695 461,585 

負債合計 1,975,625 1,915,348 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年４月20日) 
当第２四半期会計期間 
(平成27年10月20日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 566,760 566,760 

資本剰余金 649,860 649,860 

利益剰余金 5,217,239 5,316,449 

自己株式 △15,029 △15,029 

株主資本合計 6,418,829 6,518,039 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 712,639 483,858 

評価・換算差額等合計 712,639 483,858 

純資産合計 7,131,468 7,001,898 

負債純資産合計 9,107,093 8,917,246 
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月21日 

 至 平成26年10月20日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月21日 
 至 平成27年10月20日) 

売上高 3,752,194 3,874,986 

売上原価 2,594,242 2,762,133 

売上総利益 1,157,951 1,112,853 

販売費及び一般管理費 ※ 760,841 ※ 786,905 

営業利益 397,110 325,947 

営業外収益    

受取利息 6,386 3,383 

受取配当金 6,769 13,835 

受取保険金 290 5,646 

受取賃貸料 1,964 1,435 

その他 6,518 5,407 

営業外収益合計 21,928 29,707 

営業外費用    

支払利息 1,028 614 

支払保証料 636 324 

減価償却費 1,252 1,086 

その他 2,122 2,133 

営業外費用合計 5,040 4,158 

経常利益 413,998 351,497 

特別損失    

固定資産除売却損 431 － 

特別損失合計 431 － 

税引前四半期純利益 413,567 351,497 

法人税、住民税及び事業税 148,264 127,804 

法人税等調整額 17,007 10,994 

法人税等合計 165,272 138,798 

四半期純利益 248,295 212,698 
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月21日 

 至 平成26年10月20日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成27年４月21日 
 至 平成27年10月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 413,567 351,497 

減価償却費 41,680 41,515 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,657 △672 

賞与引当金の増減額（△は減少） △42,583 △11,345 

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 1,919 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,800 △105,400 

受取利息及び受取配当金 △13,155 △17,218 

支払利息 1,028 614 

固定資産除売却損益（△は益） 431 － 

売上債権の増減額（△は増加） 607,628 △51,739 

たな卸資産の増減額（△は増加） 55,781 △105,546 

仕入債務の増減額（△は減少） △341,164 △10,472 

その他 △240,560 46,033 

小計 483,794 139,184 

利息及び配当金の受取額 9,543 16,481 

利息の支払額 △1,451 △810 

法人税等の支払額 △488,237 △9,117 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,649 145,739 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の償還による収入 200,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △18,198 △41,868 

有形固定資産の除却による支出 △431 － 

無形固定資産の取得による支出 △827 － 

投資有価証券の取得による支出 △499,900 － 

貸付けによる支出 △7,560 △4,099 

貸付金の回収による収入 6,012 4,758 

その他 △4,500 10,230 

投資活動によるキャッシュ・フロー △325,405 △30,979 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 － 100,000 

長期借入金の返済による支出 △16,600 △17,000 

社債の償還による支出 △130,000 △40,000 

配当金の支払額 △120,002 △113,554 

財務活動によるキャッシュ・フロー △266,602 △70,554 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △588,357 44,205 

現金及び現金同等物の期首残高 2,269,792 1,784,884 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,681,435 ※ 1,829,090 
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【注記事項】

（追加情報）

（役員退職慰労金制度の廃止）

 当社は、平成27年７月9日開催の第41期定時株主総会において、退任取締役に対する退職慰労金贈呈ならびに

役員退職慰労金制度廃止に伴う退職慰労金打ち切り支給の件を決議いたしました。

 これに伴い、役員退職慰労引当金を全額取り崩し、打ち切り支給額の未払い分92百万円を固定負債の「その

他」に含めて表示しています。

 

（四半期貸借対照表関係）

     ※ たな卸資産の内訳

 
前事業年度 

（平成27年４月20日） 
当第２四半期会計期間 
（平成27年10月20日） 

商品及び製品 274,099千円 374,217千円 

仕掛品 67,501 50,048 

原材料及び貯蔵品 81,776 104,658 

計 423,378 528,924 

 

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主なものは次のとおりであります。

 
 前第２四半期累計期間 
（自  平成26年４月21日 

  至  平成26年10月20日） 

 当第２四半期累計期間 
（自  平成27年４月21日 

  至  平成27年10月20日） 

給与手当 247,709千円 279,325千円 

賞与引当金繰入額 64,031 54,682 

役員退職慰労引当金繰入額 3,800 1,700 

貸倒引当金繰入額 △2,100 △16 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自  平成26年４月21日
至  平成26年10月20日）

当第２四半期累計期間
（自  平成27年４月21日
至  平成27年10月20日）

現金及び預金勘定 1,281,153千円 1,428,685千円

有価証券勘定に含まれるMMF、CRF 400,281 400,404

現金及び現金同等物 1,681,435 1,829,090
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成26年４月21日 至 平成26年10月20日）

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年７月10日

定時株主総会
普通株式 121,054 16 平成26年４月20日 平成26年７月11日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後

となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月７日

取締役会
普通株式 98,356 13 平成26年10月20日 平成26年12月29日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成27年４月21日 至 平成27年10月20日）

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月２日

取締役会 
普通株式 113,488 15 平成27年４月20日 平成27年６月25日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額には、設立40周年記念配当２円を含んでおります。

 

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後

となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月４日

取締役会
普通株式 98,356 13 平成27年10月20日 平成27年12月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自平成26年４月21日 至平成26年10月20日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 
 

施工 
サービス事業 

製商品 
販売事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高 2,992,050 704,201 3,696,251 55,943 3,752,194 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 2,992,050 704,201 3,696,251 55,943 3,752,194 

セグメント利益 855,773 264,151 1,119,925 38,026 1,157,951 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、業務受託料および

     保険代理店収入等であります。

   ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な 

内容（差異調整に関する事項）

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自平成27年４月21日 至平成27年10月20日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 
 

施工 
サービス事業 

製商品 
販売事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高 3,255,308 572,549 3,827,858 47,128 3,874,986 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 3,255,308 572,549 3,827,858 47,128 3,874,986 

セグメント利益 881,294 201,069 1,082,364 30,489 1,112,853 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、業務受託料および

     保険代理店収入等であります。

   ２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益であります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な 

内容（差異調整に関する事項）

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成26年４月21日
至 平成26年10月20日）

当第２四半期累計期間
（自 平成27年４月21日
至 平成27年10月20日）

１株当たり四半期純利益金額 32円82銭 28円11銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益金額（千円） 248,295 212,698

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 248,295 212,698

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,565 7,565

 （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

 平成27年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・98百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・13円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・平成27年12月28日

 （注） 平成27年10月20日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年12月２日

株式会社ダイサン 

取締役会 御中 

 

太陽有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 森田 義   印 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 池田 哲雄  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイサ

ンの平成27年４月21日から平成28年４月20日までの第42期事業年度の第２四半期会計期間（平成27年７月21日から平成27

年10月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年４月21日から平成27年10月20日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイサンの平成27年10月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了

する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半

期財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
 



【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成27年12月２日

【会社名】 株式会社ダイサン

【英訳名】 DAISAN CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 藤田 武敏

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 大阪市中央区南本町二丁目６番12号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 



１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役社長藤田武敏は、当社の第42期第２四半期（自平成27年７月21日 至平成27年10月20日）の四半期報

告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。

 

２【特記事項】

 特記すべき事項はありません。

 


